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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

 

 

 

 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・調査等で得られた結果をもとに、改善を

図る。 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・運動する児童としない児童の二極化が

生じており、スクリーンタイムの多さが

課題である。 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・全体的に「50ｍ走」のＴ得点が低い。 

・新体力テスト全校児童の総合評価D・E判

定の割合が35％と多く、課題である。 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・２学期以降に新体力テスト実施を設定 
 
・学期末の児童アンケート 
 

【成果指標】 
・１学期の新体力テストの結果を上回る 
・体育の授業で協働的な活動や、自分の能力の
向上を実感できた児童の割合を75％以上 

【評価結果】 
・最終評価（３月） 
  体力テスト再挑戦し、１学期の新体力テストより
も結果が向上する児童が多数いた。 

  児童アンケートの「体育の授業で協働的な活動
や、自分の能力の向上を実感できた」と回答した児
童の割合が97％ 

 
 

１ 日常的に運動に取り組める環境整備 

 ・体育館や体育館ステージ、校内の広場やグラウンド等に、気軽に運動できる 

コーナーを設置する。 

①立ち幅跳びや反復横跳びコーナー ②ストラックアウトのコーナー  

③ドッジボールコートの設置 ④児童が自由に使えるボールの追加 

２ 全校球技大会の実施 

 ・昨年に引き続き、児童会の運動委員会が全校球技大会（ドッジボール）を実 

施。清掃活動を行っている縦割り班がトーナメント方式で戦い、異学年交流 

と体力向上を目指す取組を行う。 

３ 職員への周知 

 ・ミニ研修や体育通信等を通じて、教員間で体育の活動について交流する。 

①オホーツク運動プログラム ②『３つのNo（ノー）』  

③インターネットや本、他都府県の実践例等の情報 

・児童が目標に向かって、友達と協力しながら楽しく運動できるための授業改善を継続する。 

・校内外の運動に取り組める環境整備の改善を図る。 

・体育に関わる職員間での連携の充実を図る。 

令和４年度 紋別市立潮見小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・50ｍ走の T 得点において、全国平均との

差を５Ｐ以内にする。 

・新体力テストの運動総合評価において、全

校のＤ・Ｅ判定の割合を25％以下とする。 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・児童アンケート 
 
 
 

【成果指標】 
・授業以外での運動時間が60分以上と回答した
児童の割合を75％以上 

【評価結果】 
・最終評価（３月） 
 授業以外での運動時間が60分以上と回答した
児童の割合が男子66％、女子32％ 

【取組指標】 
１  児童が実施し
てみて感じたこ
とを書き込む用
紙を設置する。 

 
２  昨年度の反省
を生かし、よりよ
い大会になるよ
う委員会と連携
する。 

 
３  定期的に専科
として感じたこ
とを発信する。 



紋別市立潮見小学校
目指す子どもの姿

全校児童数 349名（男子188名 女子161名）

教職員数 42名

自己肯定感や主体的に運動に取り組む意欲を高める授業づくり

・運動の楽しさを味わい、進んで運動に親しむ子
・めあてに向かって、繰り返し運動に取り組む子
・仲間とともに仲良く運動する子

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

単元や内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

「導入」場面における指導の手立てのポイント 「まとめ」場面における指導の手立てのポイント「展開」場面における指導の手立てのポイント

・目指すゴールを示したり、実際に取り組んだりすることで、児童一人一人の
課題（目標）の設定

・児童が課題（目標）に沿って自分に合った練習ができる場の設定
・ペアやグループによる協働の場の設定及び成果と課題の共有

・テキストマイニングを活用した、児童が考
える課題の共有

・試合や体験で、難しかったことの共有
・参考動画や教員、友だちの手本による課題
の確認や目指すゴールへの見通しの明確化

・児童が作戦を共有し、ゲームの中で状況に
応じて選択できるようにするため、チーム
で考えた作戦を説明する場面の設定

・活動を互いに見合う視点を示し、友だ
ち同士でコツを教え合う場面の設定

・友だちと相互に動画を撮影し、良い点や改
善点を見付け合う場面の設定

・友だちの考えから、新たな課題発見や課題
解決につなげるために、「オクリンク」を
活用した考えの共有

・器械運動等における、自分の動画を見
て成果や課題を確認する振り返り



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

異学年交流や運動機会を提供する委員会の取組 掲示物と教職員への周知

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・夏の全校ドッジボール大会や、冬の滑り台づくり等を、児童会運
動委員会が主体的に企画

・優勝チームは教員チームと対戦するなど、大人も一緒に運
動を楽しむ取組の推進

・全校放送や教室訪問、ICTを活用したポスター作成等による創意
工夫を凝らした企画の告知

・昨年度に比べ、Ａ・B・C判定の割合が増加し、Ｄ・E
判定の割合が減少

・体育授業において、話し合う相手が固定化してい
る等の課題はあるが、意識的に協働の場を設定す
ることにより、児童同士で意欲的に運動する場面
が増加

・休み時間等に児童と一緒に体を動かす教員が多いが、
この取組が継続できるように、新たな情報の発信や
取組の共有を図る。

・校舎内外で、運動が苦手な児童が気軽に取り組めた
り、日常的に運動できたりする環境の一層の充実を
図る。

・児童の運動習慣や生活習慣等、学校生活以外にも目
を向け、そこから課題を見付け、解決に向けた取組
を推進する。

・体力テストや、体育の授業及び休み時間の運動に関わること等の
掲示

・各学級担任が取り組んでいる実践例を体育通信等で周知
・教員も児童と一緒に掲示物を見たり、それに関わる運動に一緒に
取り組んだりする活動の推進

【令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査実技結果】


